
秋田森林管理署湯沢支署

タ イ ト ル 森林・林業の再生に向けた現地検討会

実 施 年 月 日 平成２４年１０月１１日（木）

実 施 場 所 秋田県雄勝郡羽後町松倉沢国有林９０林班ほか

局署：東北森林管理局、湯沢支署 ９名
参 加 者 外部：秋田県雄勝地域振興局農林部森づくり推進課、

秋田県平鹿地域振興局農林部森づくり推進課、
湯沢市、横手市、雄勝広域森林組合、横手市森林組合、
支署管内林業事業体等 ２４名

計 ３３名

【取組の目的・概要】
「森林・林業再生プラン」の着実な実現に向けた低コスト路網の整備や効率的な作

業システムへの取組状況、ナラ枯れ被害先端地域での予防対策について、管内の地域
振興局、市町村及び事業体等と課題に対する意識の共有や技術の向上を図ることを目
的に現地検討会を実施。

・下松倉林業専用道現地 → 林道と林業専用道の違いの検討・検証
・コンテナ苗植付作業現地 → 戸鍬から植付器具へ → 将来的には機械化
・列状間伐実施箇所現地 → 効率的な作業システムの検討・検証
・ナラ枯れの現況と予防対策の現地 → ナラ枯れ先端地域での取組状況

【取組の成果】
「森林・林業再生プラン」の着実な推進が急務な中、国有林の各種取り組み事例を

ベースに現地検討会を実施し、地域の林政・林業関係者と検討、検証を図ることによ
り、地域の民国が一体となって連携し、各種課題に取り組む為の基盤づくりと意識の
高揚を図ることができた。

【出された意見】
・林業専用道

①シスイエース(簡易横断工)の取付方法について
②コルゲート管(配水管)の設置には、飲口保護工が必要なのではないか。

・コンテナ苗
①苗木の価格はどうか。
②１日当たりの植付功程はどうか。

・列状間伐
①今後の施業方針はどうか。
②森林作業道を等高線に沿って作設し、伐採列としてはどうか。

・全体の意見として、地域林務関係者の定期的な現地検討会の必要性。

【今後の課題】
継続性。
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シスイエースの説明 列状間伐の説明

コンテナ苗の説明 コンテナ苗の実演

ナラ枯れ防止対策の説明 記念撮影


